


地域の現状と課題

◎国頭村の概要
沖縄島最北端に位置し、世界⾃

然遺産候補「やんばるの森」の⼤
部分を有し、森⾥川海の全てがそ
ろう『森と⽔とやすらぎの⾥』。

◎国頭村の産業の強み
農林業が建設・サービス業と並

んで⾼⽔準の村内純⽣産。その中
で『畜産』が産出額の3/4を独占。

◎国頭村にある地域資源
豊かな“⾃然環境”と
産業を含め歴史深い“地域社会”

地域の現状
◎現状から考える課題
・加⼯農産物ほぼない
・村内消費(観光・⾷育等)少ない
・希少種との軋轢あり

◎今後取り組むべき課題
地産地消・村外消費促進

→安定需要・供給→追加的価値へ

◎地域循環共⽣圏を活⽤し、
解決しようと考える課題
⾃然環境などの特性を活かした

『国頭物』付加価値化と地産地消

課 題

くんじゃんもん

具体的には…
地域資源「国頭だからある産物」を地域から発信・消費促進

を⽬指して…

「地産地消」といってもどこから始める？
オクマプライベートビーチ＆リゾートや物産センターなど

⽣産者から「いただきます」「ごちそうさま」が⾒える場所
どのような仕組みでアプローチしていく？
「国頭村地産地消推進協議会」を活⽤して

『国頭物』の付加価値化に関する⽅針を検討
どのような⼈を巻き込んでいくか？
安定需要と安定供給に関係する⽅々
＋付加価値化の⼿法について⻑けている有識者なども

地域循環共⽣圏を活⽤して⽬指す地域の実現のために






